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18. Megalophaedusa (Breviphaedusa) stereoma 
立主己i) 1901.ハラプトギセル ω、杉谷〉

19. M .  (B.) he}句 tyx (旦挫ry) 19砲すすハラプト
ギセル 〈安房、尾間〉

20. M .  (B.) jac;obiana (旦出立与 19但ヤヨプギセル
〈西表、安房、小杉谷、尾問、麦生〉

21. Reinia (Proreinia) eastlakeana 凶 yanouraensis
(MS)‘ミヤノウラコギル〈尾関〉

22; Allope崎c Javulinum kyotoense(Pilsbryet :rlirasめ
1904 ォカチョウジガイ

1953年3 月26日から 4 月6 日迄関西学院大学生物学
教室の前木孝道氏と屋久島の生物学的調査をなした。
主たる調査地点は、種子島西表、屋久島安房、小杉谷
(700m) 尾間〈すノアイ fj")、麦生〈ムギウ〉等である。
' 種の査定は黒田徳米先生の御懇篤なる御教えをろけ
た。記L て深く感謝の意を表します。

屋久島産陸産貝類目録
1.' Japonia gouldi Kobelt 1902 ケハfj"ヤマトガイ
"， i  P葉集地〈尾間) ， 
2: CycJophorus herklotsi v. Marte.ns 1861 

ヤマ F ニシ

the .  

丘旦珪邑 19叫23. Punctum elachistum 
カトウナタネ〈小杉谷〉

24. Videna gouldi叩a包車区y)1901タカカサマイマイ
〈安房、小杉谷、尾問、芝生〉

25. Discoconulus yakuen由包些江戸ω
ヤグシマヒメベツコウ

26. Parasitala osumi氾nsis Thiele 1931 
ヤグ y マγ タラガイ

幻. Ceraωchlamys hiraseana立母立)1901

28. Parakaliella yakushimae Azuma n. sp・
、ヤグシマキピ; . イ. 模式産地: 小杉谷、

1-]Il-1953，採集
29. Yamatochlamys 1四 lpra (Pilsbry et Hiraee) 
1904 オオグラヒメベヅコウ〈小杉谷〉

30. Y. tane酔 shimae (P単己迫 1901
タネガシマヒメベY コウ〈小杉谷〉

31. Pseudhelicarion perfragilis sakui Hirase 1908 
ヤグシマベツョウ〈安房、小杉谷、尾関〉

32. Chloritis (Trichochloritis) albolabris Cf虫記z
; ヰ旦rase)，19但グチジロピロウドマグマイ
〈小杉谷〉

33. .Aegista ( plectotropis) conophala (P. et H.) 
1903 ヘソカドグマイマイ( 西表〉

34. Aegista (P.) itoi 己正皇制S.)
イトウケマイザイ〈小杉谷〉

35. Trishoplita h閣 :hijoensis (Pi担己V 1902 
Y バキカドマイマイ〈安房〉

!坊: Bracゆ aena 釦 lilaris (Fe盟主 ) 1822 
|  オナジマイマイ (p. 119 ヘ〉
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3. Spirωtoma japonicum nakadai (P主と立) 1901 
ヒメヤマグルマ模式産地は種子島、西表、安
E号、小杉谷. 尾問、麦生等にて採集
Nakadalma 凶 cron Q.:単己y) 1900 ミジνヤマタ
ニシ〈小杉谷〉
Diploinmatina tan唱曲加ae 堕出 1901
タネガシマヨマガイ

6. .D. yakus二回日 出回 1901 ヤーグシマコザイ
7. ;  Pupi.i1ella(Pupiilopsis )rufa t担 egashim沼自己主己z
"" 1901 タネガy マ7 ・ズキガイ
8. P. (P.) funatoi Pilsbry 1901 プナトウアズキガイ
9. Chamalycaeus satsumanus tanegashimae 
立単己12 19ω タネガγマムシオイ

10; C. vinctus (Pilsbry) 1902グピマキム y オイ
、〈西表)
11;' Ena (Co(coderma) nesiotica Pilsbry et Hirase 
19叩チヤイロキセルモドキ〈屋久島尾間〉

12: (Hemizaptyx) pinto (Pilsbry) 1901 
ヒ:''./トノ、ミギセル

日 i Z. ptychocy白a (Pi出江主 1901 ハラプトノミギ
セル〈安房、尾閥、 e愛生〉

14守 Z. yakushimae <a単註y) 1901 
~ ・ヤクシマハデプトノミギセル( ; J 派手谷〉

15. Z. caloptyx ca主包12 19Q2 イトカケノミギセル
〈安房、ノj、杉谷〉

16. Z. Ilintoagna (pilsbry). 1902ヌ 9 ' 7 ヤノミギセル
〈安房首尾問、麦生〉

17. Z. (Stereozaptyx) entospira CPi語己y) 1901 
? ウチマキノミギセル〈西表〉 ¥  
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新著紹介
大阪市立大学教授理学博士、三木官著
メタセコイア( 生ける化石植物〉
135版 164頁写真14 遺体図 135

• ， 

市h  1: 
体細胞紫色体は比較的小形で染色体の分析には可成り
の困難が伴った。. l i !Oち最大の梁色体はヒヨド JJ，メナ 5
倍体の第 1お止び第2梁色体で全長 6.6μ、最小め染
色体は第49および第50梁色体で全長僅かに1 . 6μにす
ぎない。最大染色体を 1 とす・るときの長小染色体の長
さはサワヒヨドリ 0.52、サケメヒヨド JJ 0.60、k ョド

I  
定価 45' 0 円送料50円昭和28年 7 月10日発行 d

発行所京都市上京民烏1L出水西ス
|  白木礎物趣味の会〈振替京都目411)0.24であって、 5倍種を除き染色体の長さの差が少 1i  著者が縞物遺体の研究に関す・る世界的権威者であるない。分析 L l;こ171 の染色体において着糸点がmedian [  
| ことは有名で; l b 1) ，殊にメタセコ J( アに関する研究に，のものは全く認証うられず subtermina1 のもの 75(43. I  
| より昭和25年度朝日文化賞及ひ京都文化院賞を受けた9戸入 submedian のもの 96(56.1戸〉である。菊科嫡|
| ことは、まだ苔々の記憶に新たなことである。その著物の他の多く! の属に比べて subtermina1 の篇糸点を|1:者が今回著者の多年の経験と貴い研究の成果を極く分もった染色体が著L く多いことはi注目すべきことで、 !  
| り易く示L たのが本書でおる。古生物学的な地味な研本属が比較的起原の新L いものであることを示すもの|

と恩われる。核型から見てサケバヒヨドロは異質 3倍| 究は何カ者h の生活と速く離れ戸ものを感ぜL めるが
| 木警はそれらの欠点をよく克服して、古生物即ち化石体、フジバカマは同質4倍体で2らって、ヒヨドリバナ|

には肉質 3倍体の異数体と異質 5倍体とが見られる。 1 . & l F 遺体〈半イ七右〉の研究がどれほど都の生活捕
また染色体数および闘の上から本属の各種はかなり iひっし、ているかをメタセコイア宇中心して明快に書

[  : かれている。し: かも英処に高度の学究的な真面目な輿
される。 町 | 球のある図や記載が満載されて戸、る二とは讃者の数

S u m m的〆 1 10輔の身をもアて体験した数々の研究成果にまるも
| ので、これも従来の解説書とは全く越を異にしているわ The chromQ喝o m e numbers of five speclEs of I  
I  j努である oEupatorium from Hyogo prefecture are counted. I  

E. L iLd1eyanum 2n =  20; E. japonicum 2n = 幻; 1  この中で取扱われている植物遺体は笑に n科、 1悦
E. laeiniatum 2n三30; E.的問伽uかu m 2n=40. i属 283 種に及びそρ内今日絶減したものは 1科、 20

i]忌問題に達している。しかも図は135葉で300盤以上E. japonicum 5弘 2n=50.
わT h 巴 k町内pes of Eupato伽 n蹴伽racte帥 dl を画き、その殆んど著者の原図によることも「習本書

| が権威あるものとしている o '  by the increased nunibers of subterminally at; I  
tached chromosomes. 京都履物分類、錦、脇島に興味の抗人々は勿

265)から〉
37. B. p守lucida Kurcda et H 泊 e 1953 
e  ベツコウオナジマイマイ( 屋久島〉
38. Bradybaena submandarina (P些立) 1890 

チヤイロマイマイ( 西表〉
39，' B. submandarina magna (Pilsbry) 1901 

ウスチヤイロマイマイ¥ (安房〉
40. Fruticicola'(Acusta) despectapraetenuis Pi1sbry 
et 1五rase.1904 すすスミウスカワマイマイ

41. 'Euhadra herklotsi nesiotica(Pilsbry)"1902 
タカチホマイマイ〈西表、安房〉

42. Gulella (Sipoennea) iwakawa yakushimae 
(Pi1虫ry) 1901 ヤグシマタワラガイ〈西表、小杉
谷、安房〉

ぺ〔以、下 genital-system の記載は次号へつづく〕
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| 論、今後遺体を研究する人h 、それに伴って石炭関係
の人々には必読の良書と思われる。
なお現在苗木として盛んに増殖されているメタセコ
イア〈メタセコイア保存会、犬阪市立大学理工学部内〉
は漸く一般に飯売される程に増殖され、その生長の早
いが為に種々な舟途、殊にパルプ資源とじての将来に
ついても本書は見逃せぬ内容をlJ)U bてし、る。

〈大阪市立大学理工学部高田英夫〉
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